
 

加
速
す
る
「
目
利
き
」
教
育

　

平
成
十
四
年
春
、
東
北
大
学
に
日
本
初
の

M
an
agem

en
t
of
T
ech
n
ology

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
・ 
  
    
  
      
   
 
     

（
技
術
経
営
）」
コ
ー
ス
で
あ
る
、
工
学
研
究

科
技
術
社
会
シ
ス
テ
ム
専
攻
が
設
置
さ
れ

た
。
理
工
系
出
身
の
学
部
生
や
社
会
人
を
対

象
に
技
術
管
理
・
開
発
や
知
的
財
産
戦
略
等
、

実
践
的
な
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
。

今
年
度
は
芝
浦
工
業
大
学
や
早
稲
田
大
学
に

も
同
様
の
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
今
後
東
京

大
学
な
ど
各
大
学
で
Ｍ
Ｏ
Ｔ
教
育
が
行
わ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　

こ
う
し
た
動
き
が
企
業
に
も
波
及
し
始
め

た
（
同
図
）。
社
員
教
育
の
一
環
と
し
て
Ｎ

Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
今
年
の
十
一
月
か
ら
仙
台

市
で
「
社
内
起
業
家
養
成
コ
ー
ス
」
を
開
設

す
る
。
東
北
大
学
か
ら
講
師
を
招
き
、
同
グ

ル
ー
プ
の
主
任
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
対
象
に

新
事
業
開
発
を
担
え
る
「
社
内
起
業
家
」
を

養
成
す
る
の
が
狙
い
だ
。
ま
た
、
こ
う
し
た

Ｍ
Ｏ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
独
自
に
開
発
し
ビ
ジ

ネ
ス
と
す
る
企
業
も
現
れ
始
め
た
。

　

政
府
は
平
成
十
四
年
度
に
補
正
予
算
で

24

「目利き」が決め手  
－技術の事業化は戦略的なマネジメントがカギ－ 

「目利き」が決め手  「目利き」が決め手  

荘銀総研　調査レポート

荘銀総合研究所研究員　齋　藤　信　也　

　

平
成
十
四
年
度
に
荘
銀
総
合
研
究
所
が
行
っ
た
「
産
業
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
山
形
県
で
も
企
業
が
独
自
に
、

あ
る
い
は
大
学
と
共
同
で
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
起
業
（
事
業
化
）
し
た
り
、
大
学
の
研
究
者
が
直
接
起

業
し
た
り
す
る
「
技
術
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
事
例
が
数
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
方
で
「
技
術
は
良
い
の
だ
が
売
れ
な
い
」、
あ
る
い
は
「
売
れ
る
技
術
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
言
わ

れ
る
場
面
も
多
く
、
技
術
評
価
の
是
非
が
新
規
創
業
の
足
か
せ
に
な
る
場
面
も
多
い
。
開
業
率
の
落
ち
込
み

が
続
く
山
形
県
で
技
術
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
育
て
る
に
は
、
何
よ
り
「
目
利
き
」
が
必
要
だ
。
今
回
は
「
目
利

き
」
育
成
の
動
向
も
含
め
、
技
術
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
成
功
に
導
く
た
め
の
「
事
業
性
評
価
」
の
在
り
方
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

図１　主なMOT教育講座の設置状況

資料：日本経済新聞2003年７月28・29日より筆者作成

設　置　年専　　攻　　名大　学　名

大　
　
　
　

学

2002年４月工学研究科技術社会システム専攻東北大学

2003年４月工学マネジメント研究科工学マネジメント専攻芝浦工業大学

　　〃
アジア太平洋研究科国際経営学専攻テクノロ
ジー・マネジメント専修

早稲田大学

2005年度知的ビジネススクール（仮称）東京大学

その他、京都大学、同志社大学、東京理科大学、法政大学などで来年度以降順次開設の予定。

設　置　年講　　座　　名企　業　名

企　
　
　

業

2003年７月テクノロジー・マネジメント講座グロービス

2003年11月社内起業家養成コースN E Cグループ

2004年４月 M O Tスクールアイさぽーと

2004年春エグゼクティブ M O Tプログラム
サイコム・インター
ナショナル



「
起
業
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
導
入
促
進
事
業
」を
開

始
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
官
民
挙
げ
て
本
格
的
に

Ｍ
Ｏ
Ｔ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
教
材
、
ケ
ー
ス
、
講
義
、

人
材
）
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
産
業
構
造
審

議
会
に
よ
れ
ば
、
今
後
五
年
間
で
Ｍ
Ｏ
Ｔ
人
材
を
一

万
人
養
成
す
る
と
し
て
お
り
、
今
後
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
教
育

の
普
及
に
拍
車
が
か
か
る
見
通
し
だ
。

「
目
利
き
」
の
必
要
性

　

Ｍ
Ｏ
Ｔ
教
育
が
普
及
し
始
め
た
の
は
企
業
や
大
学

の
研
究
開
発
成
果
が
な
か
な
か
事
業
化
さ
れ
ず
、
い

わ
ば
研
究
開
発
成
果
の
「
致
死
率
」
が
高
い
と
い
う

認
識
が
産
学
官
で
共
通
と
な
っ
て
い
る
た
め
だ
。

　

た
と
え
ば
、
企
業
の
研
究
開
発
に
関
し
て
三
菱
総

合
研
究
所
が
二
〇
〇
三
年
三
月
に
上
場
お
よ
び
店
頭

公
開
の
製
造
企
業
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
、
実
に
七
七
％
の
企
業
が
「
製
品
化
さ

れ
て
い
な
い
研
究
開
発
成
果
（
技
術
）
が
存
在
す
る
」

と
回
答
し
て
い
る
。
こ
れ
を
「
デ
ス
バ
レ
ー
（
死
の

谷
）」
現
象
と
呼
ぶ
。「
ビ
ジ
ョ
ン
の
描
出
や
需
要

（
市
場
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
化
の
問
題
」
を
原
因
に
挙
げ

て
い
る
企
業
が
六
四
％
と
多
く
、
必
ず
し
も
市
場

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
「
デ
ス
バ
レ
ー
」
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、近
年
は
大
学
と
の
共
同
研
究
や
技
術
移
転
、

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
形
で
徐
々
に
大
学
の
研

究
開
発
成
果
が
産
業
界
と
リ
ン
ク
す
る
機
会
が
増
え

て
は
い
る
が
、
企
業
の
研
究
開
発
と
同
様
、
多
く
の

場
合
が
市
場
規
模
や
競
合
性
、
あ
る
い
は
収
益
性
等

に
対
す
る
分
析
が
甘
く
、
研
究
開
発
成
果
の
事
業
化

に
つ
ま
ず
き
が
ち
だ
。
こ
の
点
に
関
し
て
山
形
大
学

名
誉
教
授
の
成
澤
郁
夫
氏
は
「
大
学
の
起
業
家
（
研

究
者
）
の
場
合
、
技
術
の
優
位
性
ば
か
り
を
主
張
し

た
が
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
企
業
や
大
学
の
研
究
開
発
成
果
の

「
致
死
率
」
が
高
い
の
は
、
研
究
開
発
投
資
の
費
用
対

効
果
を
高
め
る
よ
う
、
研
究
開
発
段
階
か
ら
前
も
っ

て
製
品
化
さ
れ
た
場
合
の
市
場
規
模
や
競
合
性
な

ど
、「
技
術
の
関
門
」だ
け
で
な
く「
市
場
の
関
門
」（
図

２
）
を
見
据
え
な
が
ら
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
技
術
本
意
の
研

究
開
発
が
結
果
的
に
新
事
業
の
「
生
存
率
」

を
下
げ
て
い
る
の
だ
。
研
究
開
発
成
果
が
事

業
と
し
て
ど
れ
だ
け
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か

見
極
め
ら
れ
る
人
材
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
研
究
開

発
の
場
に
少
な
い
。
研
究
開
発
成
果
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
う
ま
く
作
れ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
き
る
「
目
利
き
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。

　

一
方
、
企
業
や
大
学
の
研
究
開
発
成
果
の

「
生
存
率
」を
下
げ
て
い
る
原
因
に
資
金
調
達

の
問
題
が
あ
る
。
た
と
え
ば
技
術
力
に
優
れ

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
銀
行
に
融
資
を
募
っ

て
も
、
ま
ず
借
り
入
れ
は
困
難
だ
。
ど
ん
な

に
「
大
化
け
す
る
技
術
だ
」
と
主
張
し
た
と

こ
ろ
で
、
融
資
担
当
者
に
と
っ
て
は
「
未
知

と
の
遭
遇
」
で
あ
り
、
技
術
力
だ
け
で
は
事

業
が
立
ち
ゆ
か
な
か
っ
た
場
合
の
リ
ス
ク
を

担
保
で
き
な
い
か
ら
だ
。
金
融
庁
は
こ
の
九

月
か
ら
地
域
金
融
機
関
を
対
象
に
「
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
の
機
能
強
化
計

画
」
を
開
始
し
、
従
来
の
第
三
者
保
証
や
担

保
評
価
に
よ
る
事
業
性
評
価
に
加
え
、
企
業

の
技
術
力
や
経
営
者
の
資
質
等
、
定
性
的
な

要
素
も
含
め
て
新
規
事
業
の
将
来
価
値
を
見

極
め
ら
れ
る
よ
う
、「
目
利
き
」
を
養
成
す

る
（
詳
し
く
は
本
誌
「
荘
銀
グ
ル
ー
プ
展
望

台
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
技
術
系
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
は
一
般
に
資
金
需
要
も
大
き
く
、
失
敗
し
た

と
き
の
リ
ス
ク
も
高
い
。
融
資
リ
ス
ク
を
下
げ
る
に

は
、
単
に
事
業
化
の
是
非
を
判
断
す
る
た
め
だ
け
の

「
目
利
き
」
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
あ
わ
せ
て
研
究
開

発
成
果
の
「
生
存
率
」
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、「
口
も

出
せ
る
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
）」
人
材
教
育
が
必

要
だ
。
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技術プッシュ： 

H基礎研究 

H応用研究 

H製品開発 

H要素技術 

H周辺技術 

H生産技術 

市場プル： 

H社会ニーズ 

H社会目標 

H社会基盤整備 

H社会ライフスタイル 

H消費者価値観 

H健康欲求 

H個人ニーズ 

技
術
の
関
門 

市
場
の
関
門 

H 性能 

H 波及効果 

H 標準化 

H 信頼性 

H 経済性 

H 金融・投資 

H 政治・規制 

H 文化障壁 

H 経営課題 

図２　市場と技術の関係

資料：早稲田大学ビジネススクール『技術系のM B A  M O T入門』（2002）
　　　日本能率協会マネジメントセンターより



事
業
性
評
価
と
は

　

優
秀
な
「
目
利
き
」
は
、
成
功
す
る
と
思
わ
れ
る

新
事
業
を
事
前
に
見
極
め
ら
れ
る
眼
力
（
セ
ン
ス
）

を
持
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
通
し
て
新
事
業
を
成
功
に
導
く
手
腕
（
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
）
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
眼
力
や
手

腕
は
大
部
分
が
経
験
則
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
一
朝

一
夕
に
ま
ね
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
近

年
は
こ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
「
事
業
性
評

価
」
手
法
が
徐
々
に
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
中
で
も

多
く
の
企
業
の
研
究
開
発
部
門
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
で
実
際
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
、
Ｂ
Ｍ

B
ru
ce
M
errifield

&
O
h
e

Ｏ
（ 
  
    
         
 
 
 
 
）
法
や
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

（
技
術
戦
略
分
析
）
法
、
Ｎ
Ｐ
Ｖ
（
正
味
現
在
価
値
）

法
と
呼
ば
れ
る
手
法
だ
。

　

こ
れ
ら
の
評
価
手
法
の
最
も
大
き
な
特
徴
が
「
戦

略
性
」
だ
。
特
に
、
企
業
に
と
っ
て
は
同
時
進
行
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
複
数
あ
る
場
合
、
よ
り
投
資
の
費

用
対
効
果
が
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
択
し
、
集
中

的
に
資
源
を
投
入
す
る
こ
と
で
事
業
と
し
て
成
功
す

る
確
率
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
択
す
る
必
要
が

あ
る
。
も
し
く
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
ち
ょ
く
過

程
に
お
い
て
知
的
財
産
権
の
動
向
や
競
合
他
社
の
開

発
状
況
な
ど
、
刻
々
と
変
化
す
る
リ
ス
ク
環
境
の
変

化
を
と
ら
え
、
少
し
で
も
新
事
業
の
成
功
確
率
を
高

め
る
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

つ
ま
り
、
単
に
事
業
化
の
是
非
を
問
う
だ
け
で
は
な

く
、あ
く
ま
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
止
す
る
か
、継

続
す
る
か
、
ひ
い
て
は
強
化
す
る
か
を
戦
略
的
に
意

志
決
定
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
客
観
性
」が
あ
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
だ
。

い
わ
ば
技
術
畑
の
人
に
も
営
業
畑
の
人
に
も
、
誰
に

で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
性
に
つ
い
て
客
観
的
に

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研
究
成
果
が
技
術

志
向
に
偏
っ
た
研
究
員
の
独
り
よ
が
り
で
は
、
誰
も

「
売
れ
る
技
術
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
」
し
、「
技
術

は
良
い
の
だ
が
売
れ
な
い
」
と
い
う
悲
劇
を
繰
り
返

す
だ
け
だ
。
こ
れ
ら
の
評
価
手
法
は
経
営
者
や
研
究

者
、
あ
る
い
は
投
資
家
な
ど
の
間
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
業
性
を
共
有
で
き
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

事
業
性
評
価
手
法
・
Ｂ
Ｍ
Ｏ
法

　

具
体
的
に
、
事
業
性
評
価
手
法
の
一
つ
で
あ
る
Ｂ

Ｍ
Ｏ
法
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う（
図
３
）。
こ
の
評
価

法
は
も
と
も
と
ブ
ル
ー
ス
・
メ
リ
フ
ィ
ー
ル
ド
博
士

が
考
案
し
た
も
の
を
社
内
起
業
会
と
早
稲
田
大
学
の

大
江
建
教
授
ら
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
経
営
者
が
社
内
の
研
究
成
果
を
評
価
す
る
場
合
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第１段階：「魅力度」（60点） 

①「市場規模」 

②「市場の成長性」 

③「競争力」 

④「リスク分散」 

⑤「業界再構築の可能性」 

⑥「特別な社会的優遇状況」 

第２段階：「適社度」（60点） 

①「資金力」 

②「販売力」 

③「製造・オペレーション力」 

④「技術・サービス企画力」 

⑤「原材料入手力」 

⑥「マネジメントサポート」 

第３段階：「成功率」 

第２段階までの合計得点と過去の成功率との比較 
から評価する。 

成
功
率 

事業度＝魅力度＋適社度 
120

100％ 

今、評価対象となっている 
事業（70点） 成功率80％ 

と評価 

過去の事業評価とその成功率 
（経験則）から導く 

35点以上であれば第２ 
段階へ進む 

図３　BMO評価法の手順

資料：大江建『なぜ新規事業は成功しないのか』（2002）
　　　日本経済新聞社より筆者作成



や
金
融
機
関
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど
外
部

の
評
価
者
が
評
価
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

評
価
軸
は
大
き
く
「
魅
力
度
」
と
「
適
社
度
」
の

二
つ
か
ら
な
る
。
前
者
は
候
補
事
業
が
ど
れ
く
ら
い

自
社
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
事
業
か
ど
う
か
を
外
部
と

の
関
係
で
判
断
す
る
指
標
（
外
部
分
析
）
で
あ
る
。

通
常
、
客
観
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
も
外
部
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
委
託
さ
れ
る
。
後
者
は
自
社

の
潜
在
能
力
を
表
す
指
標
（
内
部
分
析
）
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
六
つ
の
評
価
項
目
か
ら
な
り
、
各
評
価
軸

が
そ
れ
ぞ
れ
六
十
点
満
点
で
項
目
ご
と
に
ス
コ
ア
リ

ン
グ
さ
れ
る
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｏ
法
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
「
減
点
法
」
に
あ
る
。

つ
ま
り
、「
市
場
セ
グ
メ
ン
ト
は
多
数
あ
り
、
い
ず
れ

の
市
場
セ
グ
メ
ン
ト
も
非
常
に
大
き
く
、
五
年
後
に

は
一
千
億
円
以
上
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
五
年
間
の
平

均
成
長
率
は
毎
年
倍
増
し
、
競
争
相
手
は
誰
も
い
な

い
し
、
知
的
財
産
権
は
す
べ
て
獲
得
済
み
で
あ
る
。

（
中
略
）
現
有
の
販
売
網
、
製
造
設
備
、
技
術
力
で
す

べ
て
ま
か
な
え
て
、
原
材
料
も
何
も
特
別
な
も
の
は

必
要
な
い
。
経
営
ト
ッ
プ
も
も
ろ
手
を
挙
げ
て
賛
成

し
て
お
り
、
強
力
な
事
業
推
進
機
能
が
存
在
す
る
」

（
大
江
建
『
な
ぜ
新
規
事
業
は
成
功
し
な
い
の
か
』
よ

り
）
と
い
っ
た
、
ま
さ
に
「
夢
の
新
事
業
」
か
ら
当

該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ど
れ
だ
け
か
け
離
れ
て
い
る
か

を
尺
度
に
評
点
す
る
。
最
終
的
に
八
十
点
以
上
で
あ

れ
ば
、
一
般
的
に
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
成
功
す
る

と
見
な
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｍ
Ｏ
法
は
参
入
戦
略
に

も
利
用
で
き
る
。
図
４
は
図
３
に
示

し
た
「
魅
力
度
」
と
「
適
社
度
」
の

二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
を
基
準
に
、「
事
業

度
」ベ
ク
ト
ル
の
方
向
に
よ
っ
て「
参

入
す
る
」・「
参
入
し
な
い
」・「
条
件

付
き
で
参
入
す
る
」
と
い
う
戦
略
の

意
志
決
定
に
利
用
で
き
る
。
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
い
く
ら
「
適
社
度
」

が
高
く
て
も
、「
魅
力
度
」
が
低
け
れ

ば
、
参
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
図
３
の
第
一
段
階
で
先
に

「
魅
力
度
」を
評
価
す
る
の
は
こ
の
た

め
で
あ
る
。ま
た
、「
条
件
付
き
参
入
」

と
な
れ
ば
、
提
携
や
合
弁
、
買
収
と

い
う
参
入
戦
略
を
と
る
こ
と
と
な

る
。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

ち
ょ
く
状
況
に
合
わ
せ
て
Ｂ
Ｍ
Ｏ
法

で
評
価
し
、
随
時
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
れ
ば
、
た
と

え
一
時
点
で
の
評
価
が
悪
く
と
も
、
そ
の
ま
ま
「
お

蔵
入
り
」
に
さ
れ
る
確
率
は
低
く
な
る
。

山
形
県
に
こ
そ
「
目
利
き
」
は
必
要

　

平
成
三
年
以
降
、
開
業
率
が
低
迷
し
て
い
る
山
形

県
で
は
、
経
済
の
縮
小
均
衡
に
陥
ら
な
い
た
め
に
も

新
規
事
業
の
創
出
が
欠
か
せ
な
い
。

　

特
に
、
こ
れ
ま
で
山
形
県
経
済
を
支
え
て
き
た
中

小
の
県
内
も
の
づ
く
り
企
業
は
、
研
究
開
発
の
面
で

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
等
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
大

き
な
制
約
を
抱
え
て
い
る
。
当
然
、
研
究
開
発
の
無

駄
撃
ち
を
す
る
余
裕
は
な
い
。
ま
た
、
企
業
の
倒
産

が
相
次
ぐ
中
、
地
域
金
融
機
関
は
融
資
案
件
が
不
良

債
権
化
す
る
不
確
実
性
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
社
会
的
責
任
と
し
て
の
創
業
支
援
も
要
請
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
独
立
行
政
法
人
化
を
来
年
に

控
え
た
山
形
大
学
を
は
じ
め
、
県
内
の
各
大
学
お
よ

び
公
設
試
験
研
究
機
関
に
は
、
新
事
業
シ
ー
ズ
と
し

て
の
研
究
成
果
に
期
待
が
か
か
る
。
理
由
は
三
者
三

様
だ
が
、
い
ず
れ
も
新
事
業
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き

る
「
目
利
き
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
県
内
で
は

唯
一
、
山
形
県
企
業
振
興
公
社
が
Ｒ
Ｓ
Ｐ
（
地
域
研

究
開
発
促
進
拠
点
支
援
）
事
業
と
し
て
、
大
学
等
の

研
究
シ
ー
ズ
と
産
業
と
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
い
る

も
の
の
、
新
た
な
産
業
の
芽
出
し
を
す
る
に
は
物
理

的
に
限
界
が
あ
る
。

　

技
術
を
事
業
化
す
る
に
は
優
秀
な
研
究
者
と
豊
富

な
資
金
は
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
研
究

開
発
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
も
の

づ
く
り
県
で
あ
る
山
形
県
の
特
徴
を
生
か
し
、
新
規

創
業
に
つ
な
げ
る
に
は
、
技
術
と
い
う
種
を
う
ま
く

花
咲
か
せ
ら
れ
る
「
目
利
き
」
が
欠
か
せ
な
い
。
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図４　参入戦略の基準ベクトル
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資料：大江建『なぜ新規事業は成功しないのか』（2002）
　　　日本経済新聞社より筆者作成


